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（3）社会の利活用場面がイメージできるようにする

（3）社会の利活用場面がイメージできるようにする

＜その2＞エクセルの演習では身近でリアルなローデータを操作する

＜その3＞　グラフの読み取りでは社会の身近なデータを取り上げる
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（3）社会の利活用場面がイメージできるようにする

＜その4＞　実務家教員が『企業等での実際』を雑談で紹介する

＜例＞
! 企業でExcelを使う際、頻繁に使うものはごく⼀部。全ての関数を
知って、使えるようになる必要はない。

! 今⽇やったような標準偏差の⼿計算は、恐らく社会に出て、⼆度と
することはないだろう。しかし、⼀度、やることで、標準偏差がどのよう
なものでできているか知っているのは、不安解消や⾃信になる。

! 企業のデータを預かって分析する際には、⾃分の仕事でも守秘義
務契約を必ず結んでいる。紛失や流出は企業の信頼失墜につなが
る。私も年に１度、コンプライアンス研修を受けていた。

! DSⅠの成績は、数学の点数なりとなっている。
! DSⅡは、成績間の数学の点数分布が近くなっている。
⇒数学の点数が低かった学⽣がDSⅡで成績を上げた

振り返りの内容
第1QTに成績Cであった学⽣の第2QTの成績別に、振り返りの内容を分析。
成績↑の学⽣はDSⅠ第6回あたりからポジティブが多い。⼀⽅成績が上がらなかった
学⽣はDSⅡでもネガが⾼いまま続いている。ネガ・ポジいずれも低め。

成績が上がった学⽣は、「難しい」「できない」「わからない」「苦⼿」「不安」等、たくさん
の⾔葉で⾃分の状態を表現している。⼀⽅、成績がCのままの学⽣は「難しかった」
「できない」以外は少ない。

成績が上がった学⽣は、「できた」「理解できた」の他にも「復習」も⽬⽴つ。成績が相
対的に「できた」が少なく「復習」が多い。⇒成績が上がらなかった学⽣は出来なかった
ことを⾃分で復習しようとしているのではないか︖

結果：数学の点数が低かった学生がDSⅡで成績を上げた
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「成績アップ学生」と「成績横ばい学生」の振り返りの文字数は、成

績アップ学生が多い。⇒成績アップ学生は振り返りを通じて、でき

たこと・できていないことを豊かに言語化できている。

数学以外の影響の可能性　言語化する力

成績が上がらない学生への対策
! 成績が上がった学⽣は、第1QT後半から、「わかった」「できた」という体験を増や
し、⾃分⾃⾝でも実感をしながら、結果としての成績も伸ばしている。

! ⼀⽅、成績がCのままとなった学⽣は、復習で追いつこうという意識はあるものの、
「わかった」という体験が少ないままとなっている。

! 成績があがった学⽣とCのままとなった学⽣は、⼊学時の数学・国語の点数に違
いはなく、「⾔語化する⼒」やそのほかのリテラシー・コンピテンシーが影響している
可能性が考えられる。

! 数学が苦⼿な学⽣がデータサイエンスの⼒を⾼めていくためには、単に数学的な
⼒だけでなく、学⽣⾃⾝が⾃分の理解状況を把握し、分からないという状況を乗
り越えなければならない。

! しかし、成績が伸び悩む学⽣は、⾔語化やその他にも課題がある可能性がある。
授業中に教員・チューター側から声をかけ「どこで躓いているか」「何かうまくいってい
ないか」等の課題をその場で⼀緒にとらえ、「できた︕」「わかった︕」という体験に
導くような寄り添いが必要となる。
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クロスディシプリン（学融合）教育

　クロスディシプリン教育として、学融合科目の概要と実施体制等に関して説明します。実際の運用については、
令和４年 4 月から始まるため、進捗状況を含めて説明します。クロスディシプリン（学融合）教育については、
具体的な授業科目である「学融合ゼミナール」において実施し、本事業では第Ⅱ類の専門教育の中で複数の知識
の統合が求められていることから、新たに 2 科目の「学融合ゼミナールⅠ」及び「学融合ゼミナールⅡ」を全
学科において実施します。
　教養や専門知識を関係付け、自己実現を果たす学融合の学びが重視されています。まず学融合とは一体何か、
地域戦略人材育成とどのようにつながるのかが、カリキュラムポリシーを考える上で大変重要です。学融合の定
義については、『複数のディシプリン（分野・領域）の間の連携や交流、そして融合により、異なる分野の専門
知識を横断的にとらえ、新たな知として形にする力の育成を目指す。そして、「繋がりを見出す」「融合させる」
の視点から、クロスディシプリンすなわち「複数の分野・領域の連携とそれらの融合を実現できる」ような、よ
り総合的な融合実践型の知性の教育（村上学等 2011）』としています。
　学融合やディシプリンの連携・交流については、さまざまな角度から高等教育論の議論がなされています。こ
こでは村上学氏らの論文の一節を引用していますが、他にもさまざまな意見があります。本プログラムでは複数
の分野や領域の連携と、それらの融合を実現できる総合的な融合実践型の知性の教育と定義しています。四つの
分野を教育のポリシーとしており、新たな知として形にする力、総合的な融合実践型の知性、専門性に根ざした

「新しい知」、学科の学びとクロスディシプリン知とあります。これら四つの理念を前提に、学融合が本事業の目
指す地域戦略人材育成につながることを目指しています。こられが、学融合プログラムの定義等に関する説明で
す。
　続いて、学融合プログラム、クロスディシプリンの定義、目標、カリキュラムについて説明すると、本事業で
はクロスディシプリン教育を自らの専門分野の学問領域と他学科の学問領域を統合的に学び、多面的・重層的な
思考をすることで、複雑で多様な現代社会の課題に応えることができる人材の教育と定義しています。また、本
事業の中心となる目標として、「多面的な性質を持つ地域の課題解決に向けて、異なる専門分野の多様な人材を
統合し、調整する新しいリーダーを育成すること」と定めています。これらに基づいた学融合ゼミナールを令和
４年度から開講します。学融合ゼミナールのカリキュラム上の位置づけについては、1 年次から 2 年次にかけて
基礎ゼミナール、あるいはそれと同様の科目がすでに各学科に第Ⅱ類科目として設置されています。これに加え
て、3 年次に専門ゼミナールが開講されます。この基礎ゼミナールと専門ゼミナールを通して、4 年次の卒業論
文あるいは卒業研究に発展していきます。これらの基礎・専門ゼミナールが縦の学びであるとすれば、学融合ゼ
ミナールは横の学びと言えます。学融合ゼミナールⅠが 2 年次、学融合ゼミナールⅡが 3 年次に開講されます。
専門領域に融合的学習を連動させる構図になっています。

学長補佐・教務部長

小　林　伸　二
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　さらに、本学ではカリキュラムの第Ⅰ類共通科目における学際的学習を経て、第Ⅱ類の専門科目に基づき学融
合ゼミナールを学んでいきます。最終的には学際的学修と学融合的学修が第Ⅲ類の人材育成科目を通じて融合す
ることで地域戦略人材の育成につながります。そして、この流れによって、本学が目指す地域創生や新共生主義
に到達することができます。これらの定義、目標、カリキュラムを基にクロスディシプリンを形成しています。
　次に、学融合プログラムの具体的な内容と実施方法について説明します。一つ目の実施方法については、学融
合の観点から「学科の複数教員クロス他学科教員」と表記しています。学科の専任教員が複数参加するオムニバ
ス的な授業を行います。学科クロスについては、学科パートクロス横断パートとあり、他学科の教員と専門領域
が参画する方式を取っています。この部分が学科教員の理解を得ることが非常に難しかった部分です。一つの科
目を複数の教員で行い、そこに他学科の教員が加わる壮大な学融合の形を提示しています。来年度の 2 年次春
学期から始まる、学融合ゼミナールⅠの実際の実施内容について説明すると、本学の人文科学系・探求実証系学
部群の学科の専門領域に地域学が加わります。反対に、社会科学系学部群である社会創造系学部群では、専門領
域と人文科学の分野を関係付けたテーマで授業を行います。地域学についてはさまざまな議論があることを承知
した上で、ある一定の地域学として既に提示しています。
　もう一つは令和５年の春に開講予定の学融合ゼミナールⅡです。探求実証系学部群では学科専門領域に現代社
会学、社会創造系学部群では学科専門領域に人間学を加えています。この人間学に関してもさまざまな議論があ
ります。今後、学内合意を進めていきますが、本学の建学の精神「智慧と慈悲の実践」及び教育ビジョン「4 つ
の人となる」を加味した上での人間学を検討しています。このような形で授業が展開されます。開講形態につい
ては、ゼミナールと名は付いているものの、多くの人数が参加する講義型のクラス編成で、原則、各学科 1 ク
ラスを想定しています。そこで ICT を活用したアクティブラーニングを実施します。実施体制については、融合
プログラム、クロスディシプリン教育を実際に成功させるために、各学科にⅡ類コーディネーターを設置してい
ます。この授業のためのコーディネートを専任教員に依頼しています。このⅡ類コーディネーターを設置した上
で、学融合ゼミナールの円滑な運営と学修支援体制を構築します。
　続いて、まず注目すべきはこの学融合プログラムを水曜日の 2 限と 3 限に集中して開くことです。これには、
集中した時間帯で授業をすることで全学の教員が一丸となって学生を育てる意味が込められています。教室配当
の問題はあるものの、現時点ではこの形を前提としています。また、クロスさせる学科については、例えば、歴
史学科は地域創生学科、日本文学科は社会福祉学科とクロスさせることを想定しています。
　次に、学融合ゼミナールⅠの開講内容です。14 回の内の前半 5 回が各学科の担当パートです。探求実証系学
部群では専門領域に地域の視点を加え、5 回授業をします。その 5 回が終わると、次はクロス先の社会創造系の
学部群が自らの地域についての授業を行います。この他学科の視点を統合した上で、4 回にわたってまとめの授
業を行います。このまとめの授業では必ずプレゼンテーションを行います。また、この授業の注目点の一つとし
て、必ずアカデミックエッセーを書いて提出することとしています。具体的な開講事例として、歴史学科と地域
創生学科の授業形態を示したサンプルを各学科に示し、それぞれの特性に応じ、各学科が教育内容を考えていく
こととしています。
　ここまでが学融合ゼミナール、クロスディシプリンの進捗状況を含めた課題です。今後の課題と展望がいくつ
かありますが、ここでは 2 点お伝えします。1 点目として、令和３年度において実証実験研究を行うことです。
令和 3 年 12 月には各学科の学融合ゼミナールの進捗状況についてヒアリングを行い、シラバス案も私から提示
しました。２点目は、令和４年度に向けて、学融合の教育推進のためのクロスディシプリン教育ラボラトリーの
研究開発を実施しています。これらは今後も取り組んでいくべき課題と考えております。



73

学融合プログラム　学融合の定義

学融合プログラム　クロスディシプリンの定義・目標とカリキュラム

•基基礎礎的的学学修修
「「縦縦のの学学びび」」

基基礎礎

ゼゼミミナナーールル

•「「領領域域横横断断的的」」
学修

•
学修学

•「「横横のの学学びび」」

学学融融合合

ゼゼミミナナーールル

ⅠⅠ

•専専門門的的学学修修
「縦の学び」

専専門門

ゼゼミミナナーールル

•「地地域域戦戦略略人人材材」」
学修

•
学修学

•「「横横のの学学びび」」

学学融融合合

ゼゼミミナナーールル

ⅡⅡ

多⾯的・重層的
な思考を獲得し、
複眼的な視野を
養う

相互理解を通して
現代社会の課題を
解決する⼒を養う

学際的
学修

学融合的
学修

地域
戦略
⼈材

第Ⅰ
類

第Ⅱ
類

第Ⅲ
類

知識創⽣第Ⅱ類

共
通
科
⽬

専
⾨
科
⽬

⼈
材
育
成
科
⽬

• 学学科科のの学学びび
ととククロロススデディィ
シシププリリンン知知

• 専門性性にに根根
ざざししたた「「新新しし
いい知知」」

• 総総合合的的なな融融
合合実実践践型型のの
知知性性

• 新新たたなな知知とと
ししてて形形ににすす
るる力力

複複数数ののデディィ
シシププリリンン
（（分分野野・・領領
域域））

「「繋繋ががりりをを
見見出出すす」」
「「融融合合ささせせ
るる」」

「「常常にに」」学学
ぶぶ態態度度、、好好
奇奇心心

分分野野融融合合
のの「「知知」」

学融合
とは

地域戦略
⼈材

複数のディシプリン（分野・領域）の間の連携や交流、そして融合により、異なる分野の専門知識を横断的
にとらえ、新たな知として形にする力の育成を目指す。
「繋がりを見出す」「融合させる」の視点から、クロスディシプリンすなわち「複数の分野・領域の連携と
それらの融合を実現できる」ような、より総合的な融合実践型の知性の教育（村上学等2011）

クロスディシプリン教育
「自らの専門分野の学問領域と他学科の学問領域を統合的に学び、多面的・重層的な思考をする

ことで、複雑で多様な現代社会の課題に応えることができる」

目標
「多面的な性質をもつ地域の課題解決に向けて異なる専門分野の多様な人材を統合し、調整する

新しいリーダーの育成」
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学融合プログラム　実施体制

【実施⽅法】学科複数教員cross他学科教員（ゲスト講師）学科パートcross横断パート
【実施内容】●学融合ゼミナールⅠ （２年次春学期）

探究実証系学部群 ⇒ 学科専⾨領域と地域学
社会創造系学部群 ⇒ 学科専⾨領域と⼈⽂科学
●学融合ゼミナールⅡ （３年次春学期）
探究実証系学部群 ⇒ 学科専⾨領域と現代社会
社会創造系学部群 ⇒ 学科専⾨領域と⼈間学

コーディネーター

他学
科の
専門
領域

アクティブ
ラーニング

学科
専門
領域

【開講形態】
・多⼈数の講義型クラス
・各学科1クラス
・ ICTを活⽤したアク
ティブラーニングの実施

【運営】
各学科にⅡ類コーディ
ネーターを設置、「学
融合ゼミナール」の円
滑な運営と学修⽀援体
制の構築

学科パート 横断パート

学融合プログラム 実施⽅法

学融合プログラム　学融合の定義
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学融合プログラム　学融合ゼミナールⅠ開 講内容

学融合プログラム　学融合ゼミナールⅡ開講内容
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学融合プログラム　開講事例
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アントレプレナーシップ養成教育について

　本学では、新しいビジネスづくり、既存の仕事・事業の改善改革、人やコミュニティづくりにチャレンジでき
る人材、つまり、新しいことに一歩を踏み出し、新しいものを生み出そうという強い意志を持って社会に貢献し
ようとする人材に必要な力をアントレプレナーシップと定義し、これからの社会を支える地域戦略人材を養成す
るためにアントレプレナーシップ養成教育に取り組んでいます。
　本事業での学びは、学生が社会で必要な汎用的スキルを第Ⅰ類科目群（学修基礎）で身に付け、第Ⅱ類科目群（専
門科目）でそれぞれの専門分野を学修し、この段階で他分野の学びを統合・関連付け思考する学融合の視点を会
得しながら、社会で活躍できる知識と実践力を身につける第Ⅲ類科目群を履修することで、アントレプレナーシッ
プの養成を行います。
　第Ⅰ類科目では、探究力を身につけるチュートリアル教育及びデータサイエンス教育で思考と分析を通じた基
礎能力を養成し、第Ⅱ類科目における学融合教育で自分の専門以外の様々な視点から物ごとを捉えることの重要
性を認識させ、第Ⅲ類科目において、さまざまなキャリアを提示しながら、社会で必要とされる活動テーマをワー
クショップ・インターンシップとして実践し、成果を上げつつ、卒業後も社会的インパクトを与え続ける人材の
育成を目的としています。年次進行のため、基礎科目は令和４年度から、ソフトスキル・ハードスキル科目、実
践・応用科目は令和５年度以降からの展開となります。
　本プログラムには、3 つの特徴があります。1 つめは、アントレプレナーシップ養成教育では、３つの独自の
ポリシーを設定しています。学士課程教育においては AP、CP、DP の 3 つのポリシーの制定が求められています。
本プログラムは、この 3 つのポリシーに包含されていますが、社会での実践力を求められている科目群である
ことを踏まえ、エントリーポリシー、プログラムポリシー、サクセスフルポリシーを運営ビジョンとして設定し、
学修者の理解や育成する人材像の理解の深化を図っています。
　2 つめは、２年次の後半から基礎科目が始まり、ソフトスキル科目とハードスキル科目を積み上げ、最終的に
４年次のマイスターワークショップなどの実践科目を履修することで完成する知識と実践力を融合させるプログ
ラムです。テーマを軸に学びを積み上げていく学生、学びの中からテーマを定めていく学生に対応できる履修モ
デルを示し、自らのキャリア思考と行動を定めていくことです。
　3 つめは、プログラムの学修成果の可視化です。実践科目の学修成果を可視化することは非常に難しいものの、
第Ⅰ類科目で必修化したデータサイエンスの学びを活用し、データや数値に基づいた定量的な測定、テキストマ
イニングを用いた定性的な把握、探究科目で取り組んだ仮設・検証・発表（伝達）が学び活用ベースとなります。
学修成果の可視化のモデルを作ることは本学全体の教育上の大きな成果と言えます。第Ⅰ類科目や第Ⅱ類科目の
教育への還元も企図します。これまでの定量的なデータに加え、収集が難しい定性的なデータにも着目します。
学修ポートフォリオをベースとしながらデータを蓄積し、教育プログラム・人材育成プログラムに活用できる分

魅力化推進部長

髙　橋　慈　海
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析に取り組みます。
　これらをより成果あるものにするため、令和３年度はいくつかのプレ・プログラムを実施しました。キャンパ
スのある巣鴨を舞台に、地域活性化のためのコンテンツ作りやイベント実施に取り組み、成果の測定をどうすべ
きか検討を始めています。これらは試行プログラムとして、全在学生を対象に、活動テーマを示し自発的に参加
してもらいました。課外のプログラム（非単位プログラム）として展開し、意欲のある学生が相当数それぞれのテー
マに参加しています。全てのプログラムで、企業や自治体との協働も試みています。AR 技術を活用した謎解き
を通じて商店街への集客可能性を高めるプロジェクトは反響が大きく、商店街との共催として、自治体からの応
援を得て、約 4,000 名の参加を得ました。令和 4 年度もプレ・プログラムを実施し、これらの成果を踏まえて、
実際のプログラムを確立したいと考えています。
　令和４年度から「超スマート社会論」等の 4 科目がオンデマンド開講されます。この 4 科目中の 2 科目 4 単位が、
全学生の選択必修科目です。第Ⅲ類科目は卒業要件 24 単位と位置づけられており、残りの 20 単位を履修モデ
ルに沿って選択履修していきます。
　本事業は、第Ⅰ類科目、第Ⅱ類科目という知識基盤の上に、社会とのつながりを意識し、実践的な取り組みに
よる教育を行う第Ⅲ類科目を通じて、事業成果を上げることを目指しています。この目標を踏まえ、本学の教職
員が、自らアントレプレナーシップを持ち、巣鴨地域をはじめ、地域や社会をフィールドとした教育・学修支援
活動を展開したいと考えています。



79

第Ⅲ類科目アントレプレナーシップ養成教育について

特徴①アントレプレナーシップ教育ポリシーの設定
アントレプレナーシップ教育では、プログラムを展開する上でのポリシーを設定し、⽬標達成を常にチェックする仕組み
を構築していく。

◆サクセスフルポリシー（SP︓各テーマにより得られる成果とキャリア形成にあたってのポリシー）
社会・地域の課題発⾒⼒と解決⼒を育成する
①社会・地域を統計学的視点で分析する⼒を⾝につけている
②⼈間の⽣活・⽂化のあり様をマクロ・ミクロの視点から⾒つめ、課題を発⾒する⼒をみにつけている
③蓄積されたデータを可視化し、そこから課題解決に向けた意思決定を⾏う能⼒が磨かれている

◆プログラムポリシー（PP︓各テーマのカリキュラム［プログラム］を実施する上での構成と実施にあたってのポリシー）
・甲群
独⾃性・独創性をもつ態度・姿勢の養成、Society5.0時代に対応し、本学の教育理念に基づいた
⼈間の⽣き⽅を修得
・⼄群
デジタルスキルや対⼈能⼒向上に必要な知識の修得
・丙群
地学連携、産学連携の取組を通じた企画、調整、実⾏、評価⼒の修得

◆エントリーポリシー（EP︓各テーマを履修するにあたってのポリシー）
・⾃らの⼒で新しい価値を創造するための知識を獲得したいと考える者
・企業内にあって新しい企画を実現したいと考える者
・「地域戦略⼈材」となることを⽬指す者

新時代の地域を牽引するアントレプレナーシップを⾝につけた地域戦略⼈材を育成するために
・多⾯的な性質を持つ地域の課題解決に向けて、異なる専⾨分野の多様な⼈材を統合し、調整する新しいリーダー
の育成
・幅広い⽂理横断の知識や創造⼒
・変化に対応する⼒
・異なる分野のネットワーク結節点となるためのコミュニケーション
⼒等を養成する。

これは第Ⅲ類科⽬だけで養成されるものではなく、第Ⅰ類科⽬の
チュートリアル教育やデータサイエンス教育、そして第Ⅱ類科⽬で
展開される学融合教育との相乗効果により実現するものである。

特徴① アントレプレナーシップ教育ポリシーの設定

特徴② 実践科⽬を柱とするプログラム

特徴③ プログラムの学修成果の可視化

第Ⅲ類科⽬アントレプレナーシップ養成教育の特徴

≪第Ⅰ類科⽬≫
DAC教養教育 データサイエンス・探究

≪第Ⅱ類科⽬≫
学部学科専⾨教育

≪第Ⅲ類科⽬≫
知識集約型社会を⽀える⼈材育成教育

30

70 24

研究者

地域戦略⼈材

資格
専⾨職

アントレプレ
ナー

学融合⼒の⾼
い社会⼈材
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特徴②テーマを設定した実践科目が中心となるプログラム

マイスター
ワークショップ
（６ｃ）

SS科⽬

SS科⽬

SS科⽬

HS科⽬

HS科⽬

HS科⽬

⽬標達成に必要な知識や経験を指定（履修科⽬指定）

マイスターワーク
ショップ（６ｃ）

SS科⽬

SS科⽬
HS科⽬

HS科⽬

HS科⽬

HS科⽬

●履修パターンA 【学びの⽬的が明確】
ワークショップでの活動と成果を最⼤化するために必要
な知識と経験を指定し、指定科⽬を履修する

●履修パターンB 【学びを通して⽬的を明確に】
知識と経験を積み上げキャリアを⾒据えた調査、
研究、分析にワークショップで取り組む

※様々な知識や経験を修得するために科⽬を拡充予定

WS:マイスターワークショップ SS科⽬︓ソフトスキル科⽬ HS科⽬︓ハードスキル科⽬

WS:マイスターワークショップ SS科⽬︓ソフトスキル科⽬ HS科⽬︓ハードスキル科⽬

プログラムの履修モデル

Pre
WS

3年1Q
SS科⽬・HS科⽬

3年2Q
SS科⽬・HS科⽬

3年3Q
探究系学部が実習のた
め授業開講なし

４年１Q
SS科⽬・HS科⽬

WS

WSの⽬標達成に必要な学びと経験の積み上げ
（科⽬は、WS担当教員が指定）

PJ1

PJ3

PJ2

PJ4

年間
を通
じた
アン
トレプ
レナ
ーシ
ッププ
ロジ
ェクト
活動

【教育体制】
WS主任教授（含 招聘教授）※
講師（⾮常勤講師・招聘講師）※
ゲスト講師
チューター
SA（スチューデントアシスタント）
※ カリキュラム運営、単位認定

Trial
PJ

2年次後半

2年次基礎科⽬
（甲群）

3年4Q
SS科⽬・HS科⽬
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特徴③プログラム学修成果の可視化

アントレプレナーシップ教育プレ実施の状況（令和 3 年度）
アントレプレナーシップ教育は、令和3年度⼊学者より実施されるため、本格的な開始は令和4年度（2年次）か
らとなる。そのために令和3年度は試⾏的にプログラムを実施しながら、検証を⾏っている。

◆地域活性化のためのコンテンツ創り・イベント実施プロジェクト
●AR謎解きプロジェクト 参加学⽣︓27名
最新のデジタルテクノロジーであるARのアプリを活⽤した謎解きを制作し、地元商店街や豊島
区との協働によりイベントを実施して、地域活性化につなげるプロジェクト
【協働】 巣鴨駅前商店街、巣鴨地蔵通り商店街、庚申塚商栄会、豊島区

（株）クリエイターズネクスト、（株）謎組、VROOM
●ショートドラマ制作プロジェクト 参加学⽣︓17名
フジテレビの監督である平野眞⽒の脚本・演出により、地元巣鴨の商店街と⼤学を舞台にした
ショートドラマを学⽣と共に制作し、上映することにより新たな巣鴨を発信するプロジェクト
【協働】（株）フジテレビジョン、（株）ドンクルー、巣鴨地蔵通り商店街
●Pepperプロジェクト 参加学⽣︓16名
連携協定を締結しているソフトバンク（株）のPepperを活⽤し、地域物産を販売するガモール
マルシェでのマーケティングや販売促進を展開するプロジェクト
【協働】 ソフトバンクロボティクス（株）、（⼀社）コンソーシアムすがも花街道

◆プレプロジェクト成果報告書
・プロジェクトの満⾜度と理由
・参加理由、動機、期待
・取り組んだことの成果
・苦労したこと（課題）
・今後の展望、取り組みたいこと
・プロジェクトの全体の感想を動画で

学修成果の可視化を検証
（システム化）

●⾷のYouTuberプロジェクト 参加学⽣︓3名
連携協定を締結している⾃治体をはじめ、全国の特産品を販売するガモールマルシェのライブキッ
チンスタジオを利⽤して、YouTubeを活⽤して地域を⽀援するプロジェクト
【協働】（⼀社）コンソーシアムすがも花街道、ガモールマルシェ

●朗読劇プロジェクト 参加学⽣︓16名
震災から10年、「家族草⼦」のコンテンツを学⽣が映像化し、豊島区の防災関連の取り組みを協
働で取り組むプロジェクト
【協働】 家族草⼦、豊島区、としまテレビ

本プログラムの成果を把握し、社会に、学内外に成果として発信するために、進捗の定量的把握、学⽣の学びの定
性的把握を実現するDXの視点に⽴った本プログラムのマネジメントシステムの研究・開発をプログラム構築と並⾏し
て進める。
⼤学のAP・CP・DPを踏めた上で、社会との連接をより優位なものとするために設定したアントレプレナーシップ教育ポ
リシーを定め、その進捗をデータとして把握しながら必要なプログラム改善を図り、⽬標を達成する基盤としていく。

成果、課題等
の発⾒とネクス
トアクションOutLook

カレンダー機能等

基礎科⽬(甲群) 知識・スキル科⽬
(⼄群) 実践科⽬(丙群)

〇 履修モデルに基づく学修進捗（履修状況、学修状況、達成状況）の定量的把握
履修者数 出席率 課題提出率 単位修得率 評価評語(成績）⽐率 履修モデル修得進捗率 ほか

〇 学修⾏動記録の習慣化と定性的把握
⾏動記録、所感・修得知識・経験の記録等のテキストマイニングによる定性情報の顕在化

プログラム進捗度
プログラムポートフォリオ
学⽣・教員の体感的成⻑状況 の把握

エントリーポリシー
プログラムポリシー の検証
サクセスフルポリシーモデルの抽出

必要な改善
情報発信
モデル学⽣のターゲット

LMSまたはCRM

RPA処理等
テキストマイ
ニング

統計処理

定量情報

定性情報

≪マネジメントシステム構成イメージ≫
仕様設計
トライアル開発

≪対象と構成≫
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学びのコミュニティ・学修支援について

　本事業における図書館の役割として、「新図書館によるアカデミックサポート（ライブラリーアカデミア） ：学
修支援機能をもつ新図書館を 2020 年８月に新設。学融合・学際的な知を集積すると共に、ラーニングコモンズ
では 100 名のチューターによる授業時間外の自律的な学びの支援など、アクティブラーニングやプロジェクト
型学修の「場」として、他組織と連携して課題解決型学修をサポート」とある。
　令和 2 年度より、図書館情報メディア部は、総合学修支援部と連携で「学びのコミュニティ」という講座を
開講している。この講座は新しい８号館の学修支援として、また知識集約型社会に資する人材育成のため、デー
タサイエンスの講座や学問の横断的な講座を中心に開講している。令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響で
全学生が対面で受講することが困難になり、オンライン講座を中心に実施した。
　令和 3 年度も新型コロナウイルスの影響は続いているが、より多くの学生に質の高い講座を提供するため、
講座で活用できる機器等を整備し学生へ利用を提供した。また講座配信に必要となる機器及び情報検索に必要と
なる機器も整備することにより、講座実施会場にいるような状態をオンラインで提供すること、および高品質の
講座データを残すことが可能になった。
　図書館情報メディア部では 18 講座（内 3 講座は総合学修支援部との連携開催）企画した内、16 講座を開講した。
すべての講座で対面受講もしくはオンラインで受講できるように取り組んだ。
　総合学修支援部が主催した講座も合わせると、全体で 39 の講座を開講し、その中でオンライン受講した学生
の講座参加満足度の平均値は 4.6（5 が最大値）であった。
※参加満足度：オンラインで参加した学生で講座の事後アンケートに回答した学生 42 名の満足度から平均値を算出

【講座】
①「SDGs ×自分」SDGs リレー講座
　「行動の 10 年（Decade of Action）」を迎えた今、SDGs の諸課題を解決するためには、様々な学問が領域を超
え、知識を集約しながら連携して取り組む必要があります。講座を通じて、私たち一人ひとりが SDGs をどのよ
うに自分事としてとらえ、行動したら良いかを参加者とともに考えます。
　第 1 回　「ポスト（ウィズ）コロナ時代の羅針盤」、私たちはどう使う？
　第 2 回　図書館と SDGs  
　第 3 回　持続可能な社会を築くための教育の役割・学校プールを活用した生物多様性教育の実践
　第 4 回　「現代日本の貧困問題」・「子どもの貧困と社会的養護」
　第 5 回　「都市と農業」・『巣鴨芋人』プロジェクト・「座・ガモールファーム」の実践
　第 6 回　企業における女性活躍の現状と課題・日本の政策におけるジェンダー問題の現状

図書館情報メディア部長
附属図書館長

稲　井　達　也
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配信のため、映像スイッチ機器、音声ミキサ、マイク、PC 等を使用

配信のため、映像スイッチ機器、音声ミキサ、マイク、PC 等を使用。また、情報検索のために iPad Pro を使用

②生者と死者はどう生きるのか～宮沢賢治に学ぶ～　　
③竹取物語の解読に挑戦～崩し字の世界に触れよう～

開講講座一覧

No. 実施月日 講座名 知識集約型に資する講座の内容 担当

1 7 月 8 日、15 日 プレゼン・レポートに使える検索テクニック 所属学科に捕らわれることのない横断的資料検索を
可能にした。 チューター・図書館職員

2 7 月 23 日 古典籍の取り扱い方（掛け軸編）
自分の所属している学科の学びを基に、そこへ「古
典籍」を追加することで、自国の歴史、多方面な視
野と思考を養うきっかけを提供するために開講した。

歴史学科教員

3 9 月 10 日 秋学期から使える！　検索テクニック 所属学科に捕らわれることのない横断的資料検索を
可能にした。 チューター・図書館職員

4 9 月下旬 SDG ｓリレー講座（全 6 回）

SDGs をテーマに様々な視点から学び考え「自分ごと
化」するために開講。これにより多方面な視野と思
考を養うきっかけを提供するとともに世界で取組む
必要がある課題について学ぶ機会にした。

テーマに沿った本学教員
及び外部講師

5 10 月 11 日 竹取物語の解読に挑戦！
～くずし字の世界に触れよう～　

自分の所属している学科の学びを基に、そこへ「く
ずし字」を追加することで、日本の文化、多方面な視
野と思考を養うきっかけを提供するために開講した。

日本文学科教員

6 10 月 21 日 身近なデータサイエンス
～データサイエンスとは？～

自分の所属している学科の学びを基に、そこへ「デ
ータサイエンス」を追加することで、分析力、多方
面な視野、思考を養うきっかけを提供するために開
講した。

データサイエンス専門教員

7 10 月 25 日 和書さまざま
自分の所属している学科の学びを基に、そこへ「和書」
を追加することで、自国の歴史、伝承、多方面な視
野と思考を養うきっかけを提供するために開講した。

歴史学科教員

8 11 月 19 日 1 冊の本から多くの情報を読み取ろう
所属学科の学びを基に本を読むことにより様々な考
え方、見方を学ぶために開講。多方面な視野、思考
を養うきっかけを提供する。

図書館長
（教育人間学科教員）

9 11 月 25 日 今こそ読みたい、マンガの世界
自分の所属している学科の学びを基に、そこへ「マ
ンガ」を追加することで、日本の文化、多方面な視
野と思考を養うきっかけを提供するために開講した。

表現文化学科教員

10 12 月 17 日 生者と死者はどう生きるのか　
～宮澤賢治に学ぶデクノボーの生き方～

「生者」「死者」「宮沢賢治」をテーマに様々な視点か
ら学び考えるきっかけを提供するために開講。

図書館長
（教育人間学科教員）
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研修会報告

　令和３年度において、「知識集約型社会を支える人材育成事業」の共通理解・コンセンサスを得るため、全職
員を対象として、SD を実施しました。

【内容】
「知識集約型社会」とは何か、学生は何を身につけるべきかを考える講演を行い、「地域戦略人材」に求められる
学生の能力・資質と、教職員がすべき教育方法等を考える。

【日程】
12 月 23 日（木）13：00 ～ 15：00

【目標】
文部科学省が目指す Society 5.0 時代等に向け、今後の社会や学術の新たな変化や展開に対して柔軟に対応しう
る能力を有する幅広い教養と深い専門性を持った人材育成を実現することを目的として、全学的な教学マネジメ
ントの確立を図りつつ新たな教育プログラムを構築・実施するための事業を理解する。

【スケジュール】
開式
学長挨拶　　　　　　　　　　　　学長				   　　　　　髙橋　秀裕
専務理事挨拶                  　　　　　専務理事				    　　柏木　正博
データサイエンス教育　　　　　　総合学修支援機構 DAC 教授		  　　前田　長子
クロスディシプリン教育　　　　　教務部長・学長補佐		 　　　　　小林　伸二
アントレプレナーシップ教育　　　副学長				    　 神達　知純
DX について　　　   　　　　　　　魅力化推進部長			   　　髙橋　慈海
事務局長挨拶　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　　　　平盛　聖樹
閉式

【概要】

学長挨拶

　今や大学は社会と共に危機的状況にあります。大学運営において職員の役割は絶大です。大学の役割は言うま
でもなく教育・研究を通した人材育成と社会貢献ですが、ウィズコロナあるいはポストコロナ時代において、大
学は学びを止めない社会をつくるために確固たる体制をつくっておかなければなりません。本学は学修者本位の
学びを実現するための新しい学びの方法を模索している段階にあります。チュートリアル教育の導入の他、現在、
精力的に推進している教育 DX は現場の働き方改革だけでなく、リカレント教育、地域創生、産官学連携、大学
間連携、高校・大学接続などを推進する上で極めて有効です。また、大学での学びの機会を増やし、その質を飛
躍的に向上させる可能性もあります。加えて、大学にとって学修成果の可視化が大きな課題の一つであることは
ご存じでしょう。高等学校や産業界も学生が大学で何を学び、何を身に付けることができたかに強い関心を持っ
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ています。可視化そのものが目的となってはいけませんが、いまや可視化は学修者本位の教育を推進する原動力
であるとともに、高校・大学・社会の接続強化に欠かせない要素になりつつあります。
　また、予測困難で変化の激しい時代において、学生は社会に出てからも定期的に技術や能力を磨き、学び続け
る必要があります。私達は、そのための資質や能力を学生に身に付けさせる観点で、大学教育が最適化されてい
るかを学修者目線で捉え直さなければなりません。さらに、社会からの信頼と支援を得るためには、大学として
の成果を自発的・積極的に公表することが求められています。こうした要求に具体的に応えていくことには困難
を伴います。しかし、各高等教育機関が今後も社会的使命を十分に果たしていくためには、多くの努力を重ねる
必要があります。今後も引き続き、普及性、実現可能性、継続性に重点を置きながら、事業を着実に実行してい
きます。職員の皆さんには全体の動きや流れをしっかりと理解していただく必要があります。また、自分の立場
や貢献を認識した上で、一人一人の仕事が結集されて全体が動いていることを実感し、役割を果たしていただけ
ることを望みます。
　創立 100 周年に向けて 2018 年 5 月に策定された第 3 次中期マスタープラン重点項目の実行計画は、皆さん
のおかげで一定の成果を上げ、取り組みが日常的な業務として定着したものもあります。ただし、コロナ禍にお
ける入試状況は非常に厳しいです。そのため、知識集約型社会を支える人材育成事業や教育 DX の推進にあたり、
教育・研究を含めた社会的責任を果たす本学の大学運営のあり方について、法人役員と全教職員が課題をあらた
めて共有し、その解決策や積極的な対応を含めた本マスタープランの改訂・増補を行いました。計画を推進し
つつ、各自が積極的に理解を深めていくことが必要です。文系・理系の区別は本質的に好ましいものではありま
せんが、DX の必要性が強調される時代にあっては、文系の人にも数理的で論理的な思考法が必要だといわれて
います。
　しかし、そこには注意が必要です。一般的な考え方のプロセスには、イギリスのエドワード・デボノが 1960
年代に提唱した垂直思考や水平思考、あるいは最近注目されている DX の思考法などがあります。垂直思考は理
系の人に多いといわれ、論理的な考察に基づいてデータや根拠を積み上げることで、テーマや課題を掘り下げて
問題を解決します。垂直思考は与えられた枠の中で問題解決法を探る思考として非常に効果的です。データや事
実に基づき順序立てて話を進めることで、説得力を持って正しい答えを導くことができ、論理を深めることにも
有効です。しかし、そこから斬新な発想は生まれにくいでしょう。
　それに対して文系の人に多いといわれるのが水平思考です。これは既存の理論にとらわれず、多面的な角度か
ら考察することで新たな課題や結果を発見し、問題を解決していくプロセスです。問題解決のために視点を変え
ながら、自由にアイデアを生み出す発想法と言えます。詳しく紹介する時間はありませんが、他にもアルゴリズ
ムをキーワードとする DX の思考法があります。これらの思考法を意識的に区別し、鍛えることに関心を持って
いただけるとありがたいです。その他にもさまざまな思考法があることはご存じでしょう。現代において思考法
は非常に重要で、人間の奥深い能力とも考えられています。参考になれば幸いです。今回の研修会を一人ひとり
が実りあるものにしてください。

専務理事挨拶

　本学では、知識集約型社会をテーマとした「新時代の地域のあり方を構想する地域戦略人材育成事業」の取り
組みを推進し、文部科学省から本事業が採択されました。本事業の計画に基づき、教育上の改革を進めて行くこ
とが求められます。昨今、知識を掘り返していくことが重要視されています。私は年を重ねており、本を読んで
も内容をすぐに忘れてしまいます。今は極めて便利なスマートフォンがあり、私の知識は全てそこに入っていて、
好きなときに取り出して実践に応用することができます。ただし、私の場合はあくまで加齢への対策であり、若
い人がそのような技術に頼り過ぎると、デジタルに引っ張られて生きていくことになるのではないかと心配もし
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ています。
　私が知識を認識したのは 1960 年代のまだ高校生だった頃です。ドラッカーが『断絶の時代』という本を出版
しました。私は本屋で偶然、その本を見つけ、3,500 円と高価でしたが買いました。なかなか難しい本でした。
断絶は不連続を意味します。時代は不連続で変わっていきます。それがいまやインターネットで世界がつながる
デジタル時代になり、コンピューターらしきものが生まれた 1960 年代の人間には想像もできない社会システム
が出来上がった現実を実感しています。その本は今でも持っていますが、その中に、コンピューターの星占いに
応募しませんかと書かれた大阪東芝のパンフレットが入っていました。当時は非常にアナログなものがしおり代
わりに使われていたのです。持ち運べるパソコンではなく、この部屋ほどの大きさのコンピューターで星占いを
する時代でした。そして、その本の中でドラッカーが初めて知識という言葉を使いました。知識の時代が来ると
書いてありました。つまりドラッカーはそれまでを知識の時代とは見ていなかったと言えるかもしれません。そ
こから知識の使い方や学び方が変わりました。知識の時代が来るとの考え方が世界に広まり、昭和 50 年代、文
部科学省はドラッカーの言葉を借りて知識基盤の社会学をテーマに掲げました。仕事や教育の基盤には知識があ
るとするこの考え方は 20 年ほど続きました。
　では、その知識とはなんでしょうか。それは今も昔も活字、つまり本にあると私は信じています。スマート
フォンから取り出した知識はすぐに忘れてしまいますが、本から得た知識は簡単に離れていきません。2000 年
以上前のソクラテスやプラトンの時代から、教養は本から得るものだといわれてきました。しかし、それも大き
く変わってしまう可能性があります。そこで経済産業省が掲げたのが Society 5.0 です。資料にあるとおり、そ
こには共に創造する未来という副タイトルが付けられています。また、2、3 年前からは文部科学省が知識は集
約されると言い始めました。集約にはさまざまな意味がありますが、知識が 1 ヶ所に集まる知識集約型社会が、
Society 5.0 の時代を生きる一つのスタイルだと捉えることができます。
　私達はこの考え方をカリキュラム化して人材を育てることをテーマとするものの、それを学生だけに押し付け
てはいけません。本事業では、知識を融合させるということや、文理横断、学融合、データサイエンスなどの新
しい知識を一つに集約し、4 年をかけて学生に実行力、実践力を持たせるとあります。教員はもちろん、教育現
場に携わる私達全員が、まずその実現方法を考えて実践しなければなりません。本学の事務局が自分たちより一
歩早く学びを実行していると学生たちの目に映れば、それは本物と言えるでしょう。これはなかなか難しいこと
です。年代や組織を構成するヒエラルキーも違います。また、組織の中で生きていると、どれほど多くの知識を
持っていても制約を受けたり考え方を変えさせられたりします。それによってモチベーションが下がることもあ
ります。社会がそういうものだと学生の目で見ることも重要です。学生は何を学び、どのようなレポートを書い
て発表しても構わない自由な存在ですが、社会に出るとそうはいきません。本当はそうあってはいけないものの、
その社会で自分が身に付けた力を生かすことが求められます。
　そこで自分の輪を広げ、さまざまな人や組織とつながりながら未来を共に創造することを共創と呼びます。私
達はそのような未来、そのような大学をつくりたいのです。共に大学をつくっていく基盤は職員です。職員は大
学での滞在時間が最も長く、大学はさまざまな部局が総合化されて生み出されています。私達職員が持つ責任は
非常に重大です。そして、共創というテーマの下、職員と学生が共に大学をつくっていく発想がなければ、大学
大競争時代といわれる現代には適合しません。「知識創生」という新たな考えのもと、本学は知識を考え、さら
に新たな知識を生む人材を育てていきます。さまざまな複合的学びから実践力が生まれます。オリンピック以降、
多様性に対する認識は大きく進歩しましたが、それ以前から人々が多様性を認め合い、支え合って生きる、新共
生主義と呼ばれる社会の実現が目指されています。
　これは大学に置き換えることもできます。大学にある多様性を認め合い、共創することでこの社会が実現しま
す。ただし、それではあまりに抽象的であることから、地域戦略人材育成をテーマに掲げることで具体性が生ま
れます。ご存じのとおり地域には多面的な性質があり、さまざまな問題や文化を抱えています。その地域課題を
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解決するため、さまざまな人を束ねて物事を良い方向へ動かす統合調整力を持った人材が、新しいリーダーとし
て求められています。皆でつくる社会とはいえ、リーダーは必要です。本学から地域に貢献する多くのリーダー
を輩出することが私達の目標です。そこで必要となる能力や資質が新しい価値を見つけるアントレプレナーシッ
プです。これからはビジネス感覚を持った公務員や、一歩前に進んで地域で活動する人材が必要とされます。こ
れが知識集約型社会を担う人材として本学が育成する人物像です。
　最後に、来年度から DX、デジタルトランスフォーメーションが本格的に始まります。そこにはさまざまな問
題があり、学ぶべき知識や技術は多岐にわたります。負担を掛けるつもりはありませんが、皆さんがそれらを自
然に身に付け、本学を他大学とは異なる特徴を持った先進的な大学にしていくことで、持続的な大学経営が可能
になるはずです。ただし、DX は生半可な思いで実現できるものではありません。これまでの運営方法が跡形も
なく変わってしまいます。それでもデジタルと知識の力を融合させることで決定的な変化が生まれます。そのと
きに大学そのものがイノベーションされます。来年からは一人一人がその意識を持ち、自分にできることを考え
ていきましょう。

DXについて（髙橋魅力化推進部長）

　本日の研修会のテーマは、知識集約型社会とは何かです。前段では、知識集約型社会で必要とされる力を、第
Ⅰ類、第Ⅱ類、第Ⅲ類の教育において学生にどのように身に付けさせるかについてお話しいただきました。ただ、
知識集約型社会とは何かについてはあまり説明がありませんでした。私の発表のテーマは DX ですが、まず知識
集約型社会について私が勉強したことを皆さんと共有したいと思います。
　知識集約型社会とは何かです。昔の社会は人を集めて生産性を向上させる労働集約型と呼ばれ、人が多ければ
多いほどいろいろなことができると考えられていました。その後、人が多いことだけでなく、より効率的に物を
大量生産・大量消費する時代になるにつれ、テクノロジーが必要とされるようになりました。そこから産業革命
が起こり、資本集約型となる中で、物自体に高い付加価値を持たせる技術開発がなされるようになりました。そ
れが現在も続いている部分があります。Society 5.0 社会は、知識集約型社会とも呼ばれています。この知識集
約型社会は集められたデータや情報を読み解いて活用する知識を集約し、新しい価値を生む社会のことです。つ
まり知識を集約して組み合わせることで新たな価値が創造できると考える社会です。前段で説明があった学融合
やデータを活用するためのデータサイエンスなど、さまざまな知識を組み合わせることがそれに当たります。
　ここであらためて言葉の定義を確認します。データとは現実空間に存在する物や事象を記述した数値、状態、
名称であり、その物の素の形のことです。情報とは収集したデータを特定の目的や方向性の下で選別・加工して
位置付けたものです。そのため、そのままのデータの形では情報にならないことも多いです。そして、知識は作
成された情報が経験則や前例等に基づいて理解・分析・洞察された結果であり、積み重ねた個別解に基づいて一
般化されたものと定義されています。つまり情報になったデータが理解・分析・汎用化されたものが知識です。
新しい知識集約型社会ではこの知識生産プロセスの形が変わります。これまでは事象からデータを読み取り、情
報として位置付けるのは人間でした。その情報が経験則などによって分析されることで知識となり、それを積み
重ねることによって人間の判断基準が更新されていくのが知識生産型のプロセスです。つまり各段階で人間が関
わらなければなりませんでした。
　今後の知識集約型社会ではデータが自動的に収集・蓄積され、AI によって意味付けされて情報となり、解析・
学修を経て知識として更新されます。その中で最終的に必要なものが人間にアウトプットされるのが、これから
の社会だといわれています。知識が蓄積され、問題の要因を推定し、解消する解決策を考えるのが人間の役割で
す。これまで人はデータを読み解くことに頭を使わなければなりませんでした。現在もまだその段階にあります。
今後もある程度の意味付けは人間が行う必要があるものの、AI のさらなる発展に伴ってその役割も取って代わ
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ることが予想されています。社会が完全にその形になるのはまだ先とされていますが、それに向けて進んでいる
のが現状です。この動きがデジタルを使ったトランスフォーメーション、DX と呼ばれています。今の社会は跡
形もなく形が変わるという話もありますが、確かにこれまで想像できなかった形には変わるものの、最終的には
人が考える社会として残るのではないでしょうか。
　次に、私の発表のテーマである知識集約型社会における DX、デジタルトランスフォーメーションについて説
明します。定義として経済産業省のややビジネス的な解釈を引用していますが、これは企業だけでなく大学にも
適用できます。デジタルやデータを駆使しながら業務そのものや組織、プロセス、文化、風土を変革し、競争上
の優位性を確立することがデジタルトランスフォーメーションです。ただし、デジタルトランスフォーメーショ
ンに一気に取り掛かれるのではなく、一般的に 3 段階のステップがあるとされています。まずステップ 1 のデ
ジタイゼーションです。これはアナログからデジタルへの移行として、手作業あるいは紙ベースで行っていたこ
とをシステムなどに登録して自動化することです。
　第 2 ステップはデジタライゼーションと呼ばれます。これはデジタル化されたデータを使用し、連携や計算
を自動化することで作業の効率化を進めることです。そして第 3 のステップがデジタルトランスフォーメーショ
ンです。これはデジタライゼーションで実現した新たな変革を定常化させ、効率化の次のステップとして人や組
織を変化させることです。本学がデジタルトランスフォーメーションに取り掛かるまでにはまだ時間がかかりま
すが、急ピッチで進めなければ先ほど説明した社会に乗り遅れてしまいます。デジタイゼーション、デジタライ
ゼーションを速やかに進め、デジタルトランスフォーメーションに結び付けられるよう取り組んでいます。
　先日の理事会では第 3 次中期マスタープランの増補版が承認されました。本学の DX については、大学の基盤
となる業務をデジタイゼーションとデジタライゼーションで効率化させることを目的としており、次に既に行っ
ている e ポートフォリオや第Ⅲ類科目の課題である学修成果の見える化の仕組み作りなど、新しい教育の提供に
あたって考えるべきことも実施します。また、高校卒業後、本学に入学し、就職活動をして社会に出た学生とコミュ
ニケーションを取り続けることも目指します。今はまだ力を入れられていない部分に力を入れていくことも大学
の DX の一つです。志願者が入学して在学し、就職活動を経て卒業後、同窓会に入り、100 年時代といわれる人
生を生きる全ての過程をつなげる仕組みの基盤となるものが DX です。最終的には在学生や卒業生とつながって
いくための仕組みにすることが目標です。

事務局長挨拶

　本日は、「知識集約型社会」をテーマに研修会を実施しました。本学は、第３次中期マスタープランに基づく
理念をもとに、教育改革や学修支援体制を整備してきました。様々な改革を推進している中で、文部科学省が公
募する知識集約型社会を支える人材育成事業に、「新時代の地域のあり方を構想する地域戦略人材育成事業」が
採択されました。このことは大変喜ばしいことですが、採択されたこと自体が目標ではなく、むしろこの採択を
契機として、教職員が一丸となって大学をより良くし、学生に対して質の高い教育を提供することが求められま
す。
　また、本日は、知識集約型社会の到来に向けて、学生へ新たな教育をすることの意義や目標等について、様々
な視点から学ぶことができました。本事業の説明を聞き、事業を推進する立場だけではなく、職員を採用する立
場としても、このような教育を受けた意欲・能力の高い学生を職員としても採用したいとの思いがわきました。
そして、本事業で実現すべきことや育成したい人材像は、社会が求めるものであるとも確信しました。それが社
会に示す本学の存在意義であり、これから他大学との差別化を図っていく本学のありようではないでしょうか。
私達職員も、教員や学生の皆さんと共に歩みながらこの事業を成功させ、学生を育成して、社会に送り出すこと
を目指しましょう。教育活動に対して関わり方の濃淡はあれども、ぜひ皆さんもそこに参画する気持ちを持って
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いただければと思います。
　さらに、私達職員は、大学で働く人間として学生の模範にならなければなりません。職員として、教育ビジョ
ン「４つの人となる」のもとに、一人ひとりが研鑽を積んでいることと思います。そして、教育改革を実現させ
るためには、組織が成長する必要があり、組織を構成する職員の成長も必要です。本学は、「⼤正⼤学職員のあ
るべき姿＝⼤正⼤学職員ビジョン」をこれまで掲げてきました。建学の精神に則り、教育ビジョン・運営ビジョ
ンの達成のため、教育研究と経営を支える一員として、学生とともに「4 つの人となる」を実践するため、次の
ような職員になることを目指しています。愛校心と職員としての自覚、学生への愛情をもって行動できる人、課
題の本質を見出し、その改善に向けて主体的・積極的に自ら考え行動できる人 、広い視野をもち、偏ることな
く柔軟に自分と組織をより良い状態にマネジメントできる人、コミュニケーションを大切にし、和をもって助け
合い、お互いに高め合うことができる人です。さらに、このビジョンを基盤として、新たな知識集約型社会に適
合できる人材となるように自身を変えていくことも必要です。DX はその人材を育てるための仕掛けの一つです。
本学の職員一人ひとりがアントレプレナーの精神を持って DX を推進していくことに取り組んでいただけるよう
お願いします。
　最後にこの 1 年間、コロナ禍で学事スケジュールを大きく変更せざるを得ない中、皆さんにはよく頑張って
いただきました。御礼申し上げます。新型コロナウイルス感染症がどのように展開していくか分かりませんが、
今後も本学の教育が充実し、世の中に認め続けてもらえるよう皆さんと一緒に歩んでいきます。
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終わりに

　多くの大学はグローバル人材の育成を要請されています。学生を全世界に送り出し、国際人を養成していると
聞いています。本学は、国際交流ではなく、地域主義を掲げ、全国の地域に２か月の実習を行う地域創生学部を
設置し、地域連携と学生の教育活動を推進しています。地方創生といわれている時代です。大学も地域や社会と
連携しなければなりません。　
　本学は、2026 年に創立 100 年となり、それまでを目標として、大きく教育活動を改革し、地域戦略人材の
育成を目標に掲げ、地域で役立つ人材、あるいはビジネス感覚を持つ人材として、地方を牽引する人材を育成し
ようと始めたものが、今回の「新時代の地域のあり方を構想する地域戦略人材育成事業」です。
　その教育のベースをつくるために、総合学修支援機構 DAC という組織を設置しました。DAC とは、Diversity 
Agency Community のことで、学内の第三の組織の位置づけです。大学は、教員の組織（教授会等）、職員の組織（事
務局等）がありますが、教員と職員が一体となり、総合的にマネジメントし、あるいは支援をすることができる
組織です。この組織は、本事業の採択前から構想があり、推進していました。そこに本事業の条件である学融合
やデータサイエンス教育を導入して進めています。文系であっても、Society5.0 の時代を生き抜く人材を養成す
ることが求められており、実際にそのようなカリキュラムを編成しています。
　最終的にはそのような能力や資質を備え、起業家精神を養うためにアントレプレナーシップ教育を打ち出しま
した。本学の学部・学科では 90 単位程度が専門科目です。120 単位の内の 90 単位が専門科目で、残りが共通
教育科目です。専門教育に偏り過ぎて、共通教育科目が少ないため、その点を課題として受けとめ、共通教育科
目を前期と後期に分けました。
　共通教育科目の前期は教養型の授業科目であり、後期はファシリテーション型の授業科目です。これに、デー
タサイエンス科目を入れて、なおかつ、プロジェクト型の授業を展開します。これを第Ⅰ類科目といい、それに
複合させる形で、第Ⅲ類科目があります。これらを後期共通教育科目として選定し、その中間をアントレプレナー
シップ養成の科目と設定しました。Society5.0 という国のデジタル化時代を見据えた形での人材育成ですが、文
理融合、文系あるいは人文系の学生でもデジタルの社会に大きく適合する、むしろ、感性的には文系の学生が引っ
張ることが可能なのではないかということを感じています。しかし、様々な先進的な取り組みを複合的に実施す
ることと、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、なかなか思うように運営できません。今年度はハイフレッ
クス型の授業を行い、オンラインによる自宅からの聴講も可能としました。来年からは新しい大学として生まれ
変わり、知識集約型社会の人材育成事業が日本の地域を活性化する、あるいは戦略的な意味でコミットする人材
を育てていくことが、本学の方針になるでしょう。
　例えば、歴史や古文を勉強しても、哲学を勉強していても、地域を頭に置いて、活躍の場はむしろそこにあり、
そこで大きなリーダーシップを取り、起業をすること等を大きな目標としてほしいと思います。

学校法人大正大学
専務理事

柏 木 正 博








